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(54)【発明の名称】 超音波診断装置

(57)【要約】
【課題】  超音波画像をキャプチャしてパーソナルコン
ピュータに取り込み、３次元処理した画像をモニタに表
示すること。
【解決手段】  画像処理部３からの画像データをキャプ
チャーボード６のメモリ６ａに記録する。このとき、中
央制御部１０からこの画像データのフレームレートに同
期した同期信号をキャプチャーボード６のコントローラ
６ｂに出力し、このコントローラ６ｂのコントローラの
もとで、前記画像データをメモリ６ａに取り込む。この
とき、同期信号に同期した画像データを１フレームごと
にメモリ６ａに一時的に記憶して外部メモリ８に蓄積す
る。パーソナルコンピュータはこの外部メモリ８のデー
タを読み出して３次元画像処理する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  探触子に超音波信号を送出し、この探触
子からのエコー信号を受信して整相、信号処理する超音
波送受信部と、この超音波送受信部からの信号を受信し
て画像処理を行う画像処理部と、ビデオボードを介して
画像をモニタに表示するために前記画像処理部の画像デ
ータをテレビ信号に変換するデジタルスキャンコンバー
タとよりなる超音波診断装置において、前記ビデオボー
ドと接続されるバスを設けると共に、このバスにパーソ
ナルコンピュータと外部メモリとを接続し、前記画像処
理部と前記バスとの間には、前記画像処理部から送られ
てくる前記画像データのフレームレートと同期をとって
一時的に記憶し、前記外部メモリに転送蓄積し、前記パ
ーソナルコンピュータによりこの外部メモリに蓄積され
た画像データを読み取るキャプチャーボードを設けたこ
とを特徴とする超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、超音波画像のフレ
ームレートに同期して超音波画像データを外部メモリに
蓄積し、この蓄積された画像データをパーソナルコンピ
ュータに取り込み、３次元処理等の画像処理を施こした
画像を表示装置に表示するようにしたものに関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、通常のテレビ信号方式で、そのテ
レビ同期信号に同期してパーソナルコンピュータに内臓
されるメモリに画像を取り込み、３次元画像処理を行う
方法があった。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】従来の方法では、テレ
ビの同期信号に同期した画像を取り込む方式であるた
め、テレビ信号のフレームレートと異なる超音波画像の
場合には、取り込まれる画像にタイミングのずれが生じ
てしまう。すなわち、超音波画像のフレームレートが、
テレビ信号のフレームレートより早い場合には画像デー
タがテレビのフレームレートまで間引かれてしまい、ま
た、逆に遅い場合には、テレビ信号のフレームレートで
画像を取り込むと、無駄な同一画像データを取り込むこ
とになる。
【０００４】本発明は、テレビ信号の同期信号とは無関
係に、各超音波画像のフレームレートに同期して超音波
画像をメモリに取り込み、所望の画像処理を行うように
構成したものである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】上記課題を解決するため
に本発明は、探触子に超音波信号を送出し、この探触子
からのエコー信号を受信して整相、信号処理する超音波
送受信部と、この超音波送受信部からの信号を受信して
画像処理を行う画像処理部と、ビデオボードを介して画
像をモニタに表示するために前記画像処理部の画像デー
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タをテレビ信号に変換するデジタルスキャンコンバータ
とよりなる超音波診断装置において、前記ビデオボード
と接続されるバスを設けると共に、このバスにパーソナ
ルコンピュータと外部メモリとを接続し、前記画像処理
部と前記バスとの間には、前記画像処理部から送られて
くる前記画像データのフレームレートと同期をとって一
時的に記憶し、前記外部メモリに転送蓄積し、前記パー
ソナルコンピュータによりこの外部メモリに蓄積された
画像データを読み取るキャプチャーボードを設けるよう
に構成した。
【０００６】
【発明の実施の形態】以下、図面により本発明の一実施
の形態について説明する。
【０００７】図において、探触子部１は被検体に超音波
を放射し、そのエコー信号を受信するものである。超音
波送受信部２は超音波送信用パルスを発生し、探触子部
１に送信すると共に、探触子１からの受信信号を受け、
これを整相、信号処理、Ａ／Ｄ変換するものである。画
像処理部３は超音波送受信部２からのデジタル信号を受
けて画像処理を行い、超音波画像を生成するものであ
る。デジタルスキャンコンバータ（ＤＳＣ）４は，超音
波画像をテレビ信号に変換するものである。ビデオボー
ド５は画像データを白黒信号又はカラー信号に変換し
て、モニタ（ＣＲＴ）１１に画像を表示し、または、バ
ス１を通してパーソナルコンピュータ７の表示部にカラ
ー画像を表示するものである。８は外部メモリ（ＲＡ
Ｍ）であって超音波画像データを記憶し、バス９を介し
てパーソナルコンピュータ７およびビデオボード５に接
続されている。パーソナルコンピュータ７は外部メモリ
８より画像データを取り出して、３次元画像処理を行
い、ビデオボード５と共働してその画像をカラー表示す
るように構成されている。１０は上記各部を制御するた
めの中央制御部である。
【０００８】本発明においては、画像処理部３とバス９
との間にキャプチャーボード６を設けたものである。こ
のキャプチャーボード６は、メモリ６ａとこれを制御す
るためのメモリコントローラ６ｂとよりなっている。メ
モリ６ａは画像処理部３に接続され、超音波画像データ
を１フレームごとに一時的に記憶するためのものであ
る。メモリコントローラ６ｂは、中央制御部１０に接続
され、これから送られてくるフレームレート同期信号に
より、メモリ６ａに一時的に１フレームごとに記憶され
る画像データが前記にフレームレート同期信号に同期し
て記憶されるようになっている。この場合、画像処理部
３から送られてくる画像データのフレームレートが前の
レートより早くなったり、または遅くなった場合には、
中央制御部１０からの同期信号がこれに応じたフレーム
レートの同期信号に変り、メモリ６ａはこの同期信号に
応じて画像処理部３からの画像データを１フレームごと
に記憶するようになっている。外部メモリ８はバス９を
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介してメモリ７ａから１フレームごとに画像データを蓄
積するようになっている。
【０００９】次に本発明の実施例の作用について説明す
る。中央制御部１０からの指令信号により、超音波送受
信部２は探触子部１を作動し、そのエコー信号を受信し
てデジタル信号として画像処理部３に送る。ＤＳＣ４は
このデジタル信号をテレビ信号に変換してビデオボード
５を通してモニタ１１に白黒又はカラー画像を表示す
る。このとき、本発明においては、画像処理部３より画
像データを１フレームごとにキャプチャーボード６のメ
モリ６ａに一時的に記憶し、全フレームについてそのデ
ータを外部メモリ８に蓄積する。この場合、中央制御部
１０は、画像処理部３からキャプチャーボード６へ送ら
れる画像データのフレームレートと同期した同期信号を
コントローラ６ｂへ送り、メモリ６ａに記憶される１フ
レームごとの画像データをフレームレートに同期した状
態で記憶する。このようにして画像の全フレームについ
てキャプチャーボード６にてフレームレートを同期させ
て画像データを一時的に記憶しながら、外部メモリ８に
全画像データを蓄積する。次の異なるフレームレートの
画像を外部メモリ８に蓄積するには、中央制御部１０か
らのこのフレームレートに相当する同期信号が発生し、
これに同期して画像処理部３からの画像データは、キャ
プチャーボード６のメモリ６ａに１フレームごとに記憶
され、そして、外部メモリ８に全フレームについて、フ
レームレートに同期した形で画像データが蓄積される。*
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*【００１０】以上により、外部メモリ８に蓄積されたデ
ータは、パーソナルコンピュータ７によりバス９を介し
て取り出され、３次元の画像が作成されビデオボード５
との作用によりモニタ１１に３次元のカラー画像が表示
される。
【００１１】
【発明の効果】以上述べたように、本発明によれば、超
音波画像のフレームレートに同期した画像データをメモ
リに取り入れて、このデータをパーソナルコンピュータ
が画像処理することにより、３次元の画像をモニタに表
示可能にした。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施例を示すブロック図である。

【符号の説明】
１  探触子部
２  超音波送受信部
３  画像処理部
４  デジタルスキャンコンバータ
５  ビデオボード
６  キャプチャーボード
６ａ  メモリ
６ｂ  コントローラ
７  パーソナルコンピュータ
８  外部メモリ
９  バス
１０  中央制御部

【図１】
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摘要(译)

要解决的问题：要捕获超声波图像，请将其装入个人计算机，并在显示
器上显示三维处理的图像。 解决方案：来自图像处理单元3的图像数据
被记录在捕获板6的存储器6a中。此时，与图像数据的帧速率同步的同步
信号从中央控制单元10输出到捕获板6的控制器6b，并且图像数据在控制
器6b的控制器下被取入存储器6a。此时，与同步信号同步的图像数据被
临时存储在存储器6a中用于每帧并存储在外部存储器8中。个人计算机读
取外部存储器8的数据并执行三维图像处理。
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